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プラズマの医療・環境応用は今後のプラズマテクノロジーを支える有望な分野であり，研究例

も増大している。今後，プラズマの適用対象はますます拡大し，プラズマが処理する菌・生体分

子の種類も増えていくと考えられる。それら一つ一つの菌や生体分子に対して，プラズマ処理の

効果を調べるという進め方ではたいへんな手間がかかり，処理の最適化が迅速にできない。プラ

ズマによる反応を分子レベルで系統的に調べれば，複雑な構造の生体分子に対しても予想でき，

プラズマ処理が効率がよく最適化できると考えられる。これまで，我々はアミン(NH)基やメチル

(CH3)基などの官能基を有する自己組織化単分子膜と液中プラズマの反応過程の解明に注目して

研究を進めてきた。多くの場合，生体分子はリンパ液・血液などの液体中で存在しているため，

液体中で生成される液中プラズマによる生体分子の処理は有用であると考えられるからである。

プラズマ処理中の反応について，多重内部反射赤外吸収分光法(MIR-IRAS: Infrared Absorption 

Spectroscopy in Multiple Internal Reflection geometry)を用いて，実時間での反応過程の詳細を調べて

きた。MIR-IRASでは，MIRプリズム上の膜や分子の N-O, N-H, C-H, C=Oなどの化学結合状態を

様々な環境下で捉えることができ，プラズマ処理によるこれらの結合状態の変化を実時間で捉え

られる。さらに，MIRプリズム上の固体ばかりでなく，プリズムに接する液体の化学結合状態，

およびその変化も計測が可能である。 

そこで，本研究では，アミノ酸の一種である L-アラニンを溶解した過酸化水素水中でプラズマ

を生成し，L-アラニンの化学結合状態の変化につい

て，MIR-IRASを用いて計測を行った。図 1は，過

酸化水素中に溶解した L-アラニンの赤外吸収スペ

クトルを示す。アラニン分子同士の相互作用により，

大気中で測定した場合のピーク強度比は異なると

考えられる。プラズマ照射後のスペクトル変化と，

プラズマ照射後に堆積された L-アラニンの様子を

顕微鏡で観察結果から，プラズマ処理の反応につい

て検討した。現在，プラズマ照射により，L-アラニ

ン分子の重合化が進むと考えている。詳細は，本発

表で議論する予定である。 
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図 1  過酸化水素中に溶解した L-アラニ

ンの赤外吸収スペクトル 
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